





















ない程度に一部簡略変更 して使 う｡例えば､単母音は次の 6つの /i,e,u,a,0,@等 /で衷わ
す｡従って､ C皇t,C望tの母音は共に/a/で表わす｡ 長音記号 として/:/を使い､長母音は単母
音を延ばす音 (厳密には'延ばす"だけではないが)として表わ し､二重母音は単母音の
組み合わせ (実際は､その様に"単純"ではない)で表わす｡その他の音は､ (余 りにも
"乱暴'ではあるが)これ らのどれかに近い音として表わすO








オース トラリア口語英語を､おおざっぱに見ると､括弧 ( )内の意味の通常の印刷等
で使 っている綴 りで書かれた英文は､斜線 / /内の発音標記で示 したように話されるO
(1)Makewayfortheladywiththebaby.(赤ちゃんを連れた婦人に道を開けてあげなさいO)
/maikwaffo:thz@1aidiwithzthz@baibi:/








(6)WhendidyouarriveinSydney? (何時シ ドニーに到着 しましたか ?)
/whendj@raivinsidni?/

















上記の英語の実例は､ Austlalia,MacquarieUniversity (Sydney)で､海外か ら来た学生 (留学
坐)に､ Sydney Committee (どのような団体か不祥であるが､新学期に学生会館前でオー
ス トラ リア社会に順応する為の注意を記 したパ ンフレッ トを山積みに して､学生に配布 し
柏瀬 省五/オーストラリア口語英語の発音
ていた.)が配布 した､ "AustralianSpeechHについての簡単な案内パ ンフレッ トか ら取 った.
オース トラリア人 白身が外国人に対 してオース トラ リア英語 とはこのような ものだと思 っ
ている概略が うかがい知ることができる｡
3.オース トラリア口語英語の発音の全般的印象
同パ ンフレットの説明によれば､オース トラリア人は一般に "They speak hsterand less
distinctivelythanyouareaccustomedtohearingthelanguagespoken.I.(｢オース トラリア人は皆さん
が思っているより早 く不明瞭にしゃべ ります｣)と説明 している｡それ故に外国人には評
判が必ず しも良 くないが､ しか し､私には､オース トラリア人の英語は､概 してアメリカ
人の英語よりわか りやす く､聞きやすいように思える｡ 第-､表現か楽 しい.
4.オース トラリア口語英語の発音に関するさまざまな見方
(l) 'AustralianspeechisCockneyT(オース トラリア英語はコクニーだ)について
'Cockmey"とは､ ｢ロン ドンの下町 (East End 地区周辺 )子の英語の耽 り｣のことである｡
"Cockney.では､語頭の hが脱落(dropped)する｡従 って､ hm, hold,hammeL･は､ /iV,/ould/,
/am@:/等 と発音 され る. 二重母音の /eVは /aVと発音 され るo may,pay,way等は /may,
/pay,/waV等と発音される.また､ 901-mg, COmhgの -ingは/inrと短縮(clipped)して発音さ
れる｡ また､母音で始 まる語の前に しば しば/〟音が挿入(intruded)され る｡すなわち､
soda and m瓜 は/soudaranmiuk/のような発音である｡オース トラリア英語の発音が､ この
｢ロン ドンの下町子誰 り｣ ('1Cockney')の特性を確かに持 っていると言 う指摘は､ 19世紀
か らず っと継続 してなされてきた｡ ｢オ-ス トラ リア英語の起源は 'Cockney"だ｣という
説明はこのことが理由である｡
(2) 'AustralianSpeechisnasal'(オース トラリア英語は鼻声だ)について
極めて一般的な話 として､オース トラ リア人は､英語を発音する時､余 り口を開けない
で､喉の奥の方で発音する傾向にあるという｡その理由は､オース トラ リア人の周辺には
蝿が多 く､ 口を開けると､蝿が口の中に入って来るか らだという笑い話紛いの説明が一般




り､発音時に軟口蓋 (Soft palate)が比較的下がって､肺か ら上が って くる声を作る空気が､
鼻腔に抜けやすいか らだと説明される｡





何かに付けてオース トラリア英語は単調だと言われる0 -monotol10uS"､ T瓜at"､ "lacking)n
resonancen､ 一li仕le modulation"等と言われる｡ これは stress (強勢)､ intonation (抑揚)に
ついての印象であろう. 一般にオース トラリア人は､一方で単語を短 く省略す る (clip)傾
向にあるが､他方では長い単語を使 うことが好きで､結果 として発音の リズム (rhythm)が
遅 く ｢単調に響 く｣ことになる｡また､連語は､最初の語に強勢を置 く傾向が強い｡従 っ
て､ aJthesame,aJteTaJl GtLyFawkesDay等は､英国南部標準英語発音ではそれぞれ 追些呈,
曲 皇妃 のように最後の語に強勢が置かれるのか普通であるが､オース トラリアでは､句
の先頭の語､ 曲 akr,皇妃 に強勢が置かれて発音 される. これがあたか も長い一個の名
詞を発音 しているかのような印象を与え､単調に響 くのでる｡
また､英国英語では､一般には文末に置かない weJl bLt by,and, to,血等の語 (機能
請)を I'm901'J)gdowJ)thestLeet遡盟 (え～と今その通 りを歩いてい くところだ｡) IdoLl'tJLke
J't 血迫 〔だけどそれは好きではない｡)のように語末に置いて､ しか も､はっきり発音す
る｡従 って､全体が flatに響き､抑揚が少ない印象を与えるのである｡
また､ catは /ca:V,getは /ge:t/,madは /ma:d/のように幾つかの語において単母音 よ りは
む しろ長母音のように発音するのも､間延びが して単調に響 く原因の一つであろう｡いず
れに しろ､オース トラリア英語は単調に響 くものらしい｡
(4)'fAustralianspeechisdrawlingH(オース トラリア英語はダラダラと母音を引き伸ば して話
す)について
母音を引き伸ば してゆっくりと話す傾向の耽 りについては､英国の ｢オ ックスフォ- ド
耽 り｣､ 米国の ｢南部方言｣につ いて しば しば言われ る｡ オ ックス フォー ドの場合､
"afectedly drawling speech"(｢気取 って母音を長々と引き伸ばす話 っぶ り｣)であり､米国
南部の場合は､ HSouthem Drawl"と言われ､ ｢ものうげに､だ らだ らと話す｣という意味で
やや見下げた言い方である｡ どちらに しても一般に悪い意味で使われる｡オース トラリア
英語についても'1drawlingHは欠点 (hult)として言われる｡ この Tdrawling"は､のんび り話す印
象であ り､耽 りの強い男性の特徴 とされる｡耽 りの強い男性には､早口も多い｡ しか し､
一般には早口は女性の特徴 とされるQいずれに して も母音を比較的長 く引っ張って､平 ら
に話すのかオース トラリア英語である｡
(5)一AustmliansarelipllazyH(オース トラリア人は唇を動かさずに話す)について
これは､ ｢オース トラリア英語は発音が明瞭でない｣ ｢オース トラリア英語は鼻声であ
る｣ ｢オース トラリア英語は早口である｣等 と同 じ印象を述べた表現 と受け取れるQつま









これ らの印象は､多 くは ■個人的印象 ■tであって､必ず しも言語的説明ではない｡
5.オース トラリア口語英語の発音の分類
言語の発音は時間的､空間的に連続 して変化する｡また､その人その人毎に同 じ語の発
音の仕方 も多少異なる｡従 って､厳密な意味においては､発音は一回限 りの ものである｡
それを敢えて固定 した記号等で表わ し､説明を試みることは､ さまざまな誤解の原因とな
る｡ しか し､現実の発音は､明らかに､音量､口の構え､舌の位地､唇の位地等に特定の
傾向を示す｡そこで､ダイナ ミックに して連続的に変化する発音ではあるが､便宜的に固
定化 して捕 らえ､適当に区切 りをつけて､発音記号等で記述 して説明す ることは､現実そ
のものではないが､説明の為にはわか りやす く便利である｡
以下､ この意味において､説明の 目的に適 う程度に簡略化 した発音記号文字で､オース
トラリア口語英語の具体例について､その実状 ･特徴を説明す る｡
オース トラリア口語英語 (表ではAEと略記する｡)の発音 (Accent)は､通常便宜的




これ ら3つの発音の特徴を実例を付けて蓑に して示せば次の通 り :
ただ し､表のうち､ SA :問題の音を含む語の実例､ D J :Daniel Jonesの発音辞典 (A〟
EDgnShPTPDtLIJCJ'atJ'0IJDJ'cb'oDaLY.･英国標準発音を記述 したものとして定評がある｡ London.192
7)の標記 (標記文字を一部変更 して使用)である｡
SA :meet, sea boot,room day. cake high,light
D I :mi:t, sl: bu:t, ru:m dei, keik hal, lait
AE(-AustralianEnglish)
B :meit, sei baut, raum dai, kai hoi, loit
G :mlJt, Sij buot, ruom de:i,ke:ik ha主, lait

























｢放送用語 として望 ま しい｡｣
｢英国南部の教育ある人の英語 (EducatedSouthern BritishEnglish:RP-DanielJonesが推奨す
る標準英国英語 )に近い｡｣




言語の使用 というものは､ある人が何時で も､ 同 じレベルの､例えば､ "General■を､何
時で も使 うというわけではない｡普段､ 一GeneralHを使 う人で も､ もっと改まった状況の下
では､ 一Cultivated一にシフ トす る｡時には敢えて 一BroadHにシフ トす る｡ これは極めて 自然な
言語活動である｡従 って､ -■Broad",■Genera1-,■Cultivated"の使用者は常 に固定 しているわけ
ではない｡
そんなわけで､ .TBroad",一General.T,"Cultivated日の使用が どのように分布 しているかを見極
め る作 業 は なか な か複雑 で難 しい｡ 近 年､ ア メ リカの Labov等 に よ って 開発 され た
r'interview technique一を使 うオース トラリアの社会言語学者 :DavidBradley,Mitchel,Delbddge
や EdinaEisikovits達によって少 しづつ解明された結果は､次のような ものである｡
相磯 省五/オーストラリア口語英語の発音
(1) ｢都市｣と ｢田舎｣
言語社会を｢都市｣と ｢田舎｣の対立 した極の軸で表わ し､その線上に言語の使用傾向
をマークす ると､ 一Cultivated■は ｢都市｣の極に､ MBroad一は､ ｢田舎｣の極 に集 中す る｡
"General-は､その中間と言 うことになる｡従 って､ Victoria州を例 にとれば､ Melboumeで
は､ ‖CuZtivated.'が多 く､ Co】acのような地方では T-Br｡adHか多い｡ また､ オース トラ リアで
は､北 より南が ｢都市｣であるという切 り方をす るので､ Brisbaneでは HBroad"であるが､
Sydneyは､より■Cultivated■であり､ Melboumeは更に 一Cultivated川が強いことになる｡
MitchelとDelbridgeの1965年, Sydneyでの調査結果では､ I-BroadT': 22%,T'GeneralH: 61%.
'ICu】tJ'vated一.･17%であったという｡ これが､ Sydney以外の地方では､ ■Broad一:38%,"GeneraJT.I
54%,一Cultivated■: 8%と､ ｢田舎｣に行 くにしたがって "Broad一の数が増加することが報告
されている｡
(2) ｢男子｣と ｢女子｣
性別によって も言語の使用傾向は異なる｡一般に ｢女子｣は ■Cultivated一に､ ｢男子｣は
T'Broad-'に片寄 る｡ 前述の Mitchelと Delbddgeの報告によれば､ Sydneyの子供たちで､公立
学校の生徒の場合､ ｢女子｣では､ 一Broad"が10%､ "GeneralHが69%､ "Cultivated"が21%に
対 し､ ｢男子｣では､ HBroad"が 4倍の42%､HGenera】"は56%､ HCuJtivated.Tは 10分の 1の
わずか2%であるという｡ これ も"Non-Catholic"の私立学校では､ ｢女子｣の場合､ "Broad"
が2%､ 'IGeneral"が54%､ ‖Cultivated"が44%とな り､ ｢男子｣の場合､ "Broad-Tが15%に減
り､ r'General一が圧倒的の80%､ HCultivatedTも5%になる｡ 要す るに､経済的階層等の言語
社会環境に応 じて､言語使用のスタイルのシフ トが見 られることか確認 されている｡特に
低経済的階層の女子にあっては､言語の使用環境がフォーマル化す るに応 じて､ HGeneral"
か らHCultivated一へ最 も ドラマチ ックにシフ トすることが知 られている｡
(3) ｢若年者｣と ｢熟年者｣
言語活動は､十代の ｢若年者｣と五十代の ｢熟年者｣では大きく異なる｡例えば､ ｢流
行語｣は一般に ｢若年者｣の間か ら始まり､ ｢古語｣は､ ｢熟年者｣に維持 されている｡
｢若年者｣と ｢熟年者｣との間では言語 レベルのシフ トについてはギ ャップがある｡
"BroadHか ら一General"にシフ トす る現象を見 ると､ ｢若年者｣は極めて簡単に TGeneral-1に
シフ トし､急激にその数が増えるが､ ｢熟年者｣は 一General■への使用には極めて消極的で､
その数は多 くない｡ しか し､ ■Cultivated'-に対 しては別な傾向があって､ ｢若年者｣は､消
極的で､ ｢熟年者 ｣に使用者が多い｡ HBroad■の使用者の数 と逆の順位 となる｡ 田舎にい
た rBroad.の話者が､ シ ドニ-のような都会に出て くる場合を想定す ると､ ｢若年者｣は




オース トラリアで一般に 一バ ックグラウン ドtTと呼ばれている出身民族を配慮する必要が
ある｡ 例えば､ -■Broad一の主な使用者 は､ ｢ア ングロ系｣であ って､ ｢イタ リア系｣や
163
164 岡山大学環境理工学部研究報告,3(1)1998年
｢ギ リシャ系｣には使用者は少ない｡彼 らには 一Broad■が使いこなせないと言 って もよい｡
これに対 し■･Cultivated日は､一定の修養が必要であるか らであろう､その使用者数は意外に
も ｢ギ リシャ系｣が トップで､ ｢ア ングロ系｣は､ その次 に来 る｡ ｢イタ リア系｣は､
･Genera1-の使用者数が一番多 く､ "Cultivated■の使用者は､ ■-Broad一の使用者数 と同程度であ
る｡ ｢アングロ系｣だけで見れば､ "Bmad"の使用者が圧倒的に多 く､ -'General",一Cultivate■
の順にその使用数は順次減る｡オース トラ リア口語英語の極めて特徴的な HBroad'アクセ
ントを支えている使用者は､やはり ｢アングロ系｣なのである｡
(5) ｢労働者階級｣と ｢中流階級｣
言語の使用状況を観察する時､言語使用者の ｢経済的階層｣ も考慮す る必要があるO
一般に､ ｢労働者階級｣には､ HBroad一の使用者が多 く､ ｢中流階級｣には､ "Cultivated■の
使用者が多い｡ ｢労働者階級｣を ｢上層｣と ｢下層｣に分けると､ ｢上層労働者｣は､圧
倒的に 一General■-の使用者に傾き､ ｢下層労働者｣は､ HBroad■'の使用者に傾 く｡
以上のことを極めて大胆に図式的に纏めると､ HBroadHの使用者の中心は､ ｢田舎｣の
｢男性｣で､ ｢アングロ系｣の ｢下層労働者階級｣ (｢若年｣ ｢熟年｣は同程度｣)とい





/u/が落ちて､ ユ旦辿!王に｡ reverbeL?tJ'oJ)では､/@/が落ちて､ reverbrationにo sLbsJ'dJ-aLyでは､
/Vが落ちて､ subsidarv に｡ tem'hcでは､ /e/が落ちて､ 土盛⊆に｡ tempoLW'Iyでは /o/と/ri/
が落ちて､ temDralVに｡ J'bzaLy;teJLIPeLatZLZeでは､ /rdが落ちて､ 地 ,temDtureに短縮 さ
れる｡
(2)母音の挿入添加
nowJ),BrOWJ), 血 owl,SJw wN,では､/W/と/n/の間に母音の/@/が挿入されて､ /nouw@n/,
/JIOuW@n/,/shouw@n/のように発音 される｡綴 りは しば しば He一を使 って､ flow呈n,grOW皇n,
know皇n,ShowEl等と綴 られることがあるo
athJete, hydLaIJgea, )LleJSLJ召tjoJ7, ELILlbTeIJaで は､ /e/が 挿 入 添 加 さ れ て､ /aths皇1:V,
伽 id皇reindz@/,/men皇Streishn/,/amb皇rel@/のように発音 される｡
aDgl喝 gambh')a mJ-Dgl-1g等 で は､ や や 長 め の /@:/が 挿 入 添 加 され て､ /ang(塾lin/,
/gamb&Iin/,/ming& lin/等のようになる｡
6ILl,heJm等の 〝 と/m/の間には､母音の /@/が挿入添加 されて､ /丘】塵m/,Alel@m/等の
ように発音される｡
柏瀬 省五/オーストラリア口語英語の発音
ameDabJe,971evots mJ'scJulevoLIS等の母音の前 には､ /Vが挿入添加 されて､ /@meni@bV.
/gri:V主塵S/,/mischi:vi@S/等のようになる｡
(3)母音の変質
オース トラリア口語英語では､ eJiJ托 LlateiI)aJLle等の発音は有名なことであるが､英国
標準英語等で/eVと発音 される母音が /aVと発音 され､ それぞれ 血t/,/m由t/,/n由m/等のよ
うになる｡その他の母音の変質は､他の英語と比べてそれ程 目立つ ものはない｡強いて挙
げれば､ botqtet boLlb'qLte等で､ /u:/が /ou/と発音 されて､ 佃Ake/,A)Batik/のようにな る｡
debELtは/e/が /ei/のように二重母音化 して/d由bju/に｡ reaJyでは､/ia/の二重母音が/u:/のよ
うに長母音化 して /r』lVと発音 されるo また､ omameJtでは､子音の変質 と合流 して /na/
が /d@/のように弱化 して /o:旦盛ment/のように発音 される｡ 1TtaJ'aJ)の語頭の f-Ⅰ"を､ /Vでは
な くて/aVと二重母音で発音 して､ /iitali@n/となるが､なにもオース トラ リア英語に限っ
た現象ではない｡
(4)子音の脱落
ceLtaI'JJy olJy,VtLJIJembJeでは､子音の 〝が落ちて､ 姐 ,/由由/,/vanerabl/等 と発音 され
る｡ また､ hJh'Jl I?WIpJtIgでは､子音の前側の 〟が落ちて､ /fufiV,/ro:pJag/と発音 され る｡
regTthtly,S)'mJ'hLlyでは､音節 -子音 +母音 :/la:/が落ちて､ /迎 出/,ノ幽 等 と発音 され
る｡ また､ AtLStLaJI'a,Ll1-l)-oJ)では､子音の/Vが /y/の音 に変化 (弱化) して､ /o:rstra:Ⅴ@/,
/diygdのように発音される｡
JeJ)gtb, I)eg始めJe, TeCOg71se streJ)gtbで は､ 子 音 の /dが 落 ち て､ /也 ,/出 盛V,
/rekonaizu/,/主立≦迎也/等と発音 される｡
aTCb'c asked,pI'ctLTeでは､子音の /灯が落ちて､ /出虫/,血盛/,心地包/のように発音 され
る｡
vehJ'cJe,haveでは､子音のnl/が落ちて､ /吐虫u,/d と発音される｡因みに .TbetezlJmye"は
Hbe仕erof-と取 り違え られる｡
cetebzal secre由Ly,extra teLTeStn'aJでは､子音の/r/が落ちて､ 也 V,也 /迦 ∠,
/terestiaV等 と発音 される｡
その他､ pLtmPkJ')で は､ /p/が 落 ちて､ /幽 ｡ SydJIeyで は､ /d/が 落 ちて､ /d ｡
exactly,sct7btでは､ /i/が落 ちて､ /igaaky,座出血/にな る｡ dmw血gでは､ /W/,/dが落 ちて､
/dB2idと発音 される｡
(5)子音の挿入添加
avocadoでは､/dと/V/の間に子音の /d/が挿入添加 されて､/a旦vokado/と発音 される｡
escape,espressoでは､ /Vが挿入添加 されて､ /e虫skeip/,/e生spreso/となるo alminiumは､/m/
が挿入添加され､ /almin也@m/になるo col)tTaCtLal mwedge,tw sewagq LlelectoLy,tOLtLOLIS
では､ 化ontrakt_ray,/ro:_redg/,/m:so:_ridg/,/ref_rektorV,/to:tu_r@S/のように/r/が､挿入添加 され





dtLaJでは､子音の/d/が/i/に変質 して､ /iu@Vと発音 され る. LtJ)eqtLJ'vocaJyでは､二つあ
る/Vのうちの前の〟が ル/に変質 して､ /@nekwivoka旦ly/となる｡ aIbLILl,CaPSicLJD,lwmeJ'l,
maxJ'Lltm,mL'nL'mElm, PaDtOLlJ'me等 の /m/は /n/に 変 質 し て､ /alba血 A(apsik@血 nlO旦in/,
/maksim@d, /minim@BL./pantomaid等 と 発 音 さ れ る｡ ま た､ phenomeIJoJi mJ)Sack
LlwdodeDdTODは､ /n/が /m/に変質 して､ /fenomen@血,/ra迫Sak/,/rhododendr@血 等 と発音 され
る｡
actELaJy,血ctLtZeでは､ /I/が /sh/に変質 して/ak旦如aly/,/hk並@/等と発音 されるQ TELeSday
では､ /t/は/ch/と発音 され､ /chuzdai/に｡ また､ coI1gatELJatioLt qtLatet･の /t/は /d/に変質 し
て n(ongraduleishs@TV,A(o:旦@/等 と発音 される｡逆に､ hLI)dredの /d/.aLIChJ'tectの /灯は､ しば
しば/I/にな って nlandrey,/a:主itekt/等 と発音 されるo asphaJc col)SEtmeの /S/,PresLLDeの /dは
共 に/sh/に変質 して､ /a虫falt/,A(on虫u:m/,/pre虫u:m/等 と発音 され る｡ また､ aJ)ytJul)B;
e肥り也血g DO也JlVg等では､語尾の -)'ngの有声音/dが無声音化されて此/とな り､ /em.thsiny.
/everitlSiny,/nathsinyのように発音され､更には､ 〟 が脱落することも普通である｡また､
/Uと/p/の音が入れ替わって dJbhtlwDgは/diBthsong/に,逆に penN'cke少 は､ /f@:niketVと発音
され る｡ Pethは､ /ths/が Wに入れ替わ って/p@:V,shealは､ Mが /ths/に入れ替わ って
/shiths/等 と発音される｡ 〟 と/S/の順序の入れ替えは しば しばで､ acceJeL?teaCCePtでは､
/a虫el@1eiも/,/a盛epV等 と発音 され ることが しば しばである｡ astet7'skは /a垣erisk/と発音す る
人がいる｡
(7)単語､語句の連続､区切 り
aDaTea,aDaPPJe,(oL･eVeL'では､区切 りが前に移され､/@ ne@ri@/,/@ napv,/forev@/の
ように発音される｡
9.終わ りに 要約
この小論では､特にオース トラリア口語英語の発音について､オース トラ リア英語が､
アメリカ英語､イギ リス英語とは異なるところがあることを説明 した｡ また､オース トラ
リア口語英語の Accentは大き く分けて､ 一Broad.と‖General"と"Cultivated.'の 3つに区別 され
るが､これ らの使用は､誰がどのAccentを使用するかは､固定的に決まったものではな く､
む しろ､その言語の使用者は､ 自分が属する社会的環境､状況､あるいはその文が使われ
る文脈に応 じて､ダイナ ミックにシフ トすることを述べた｡例えば､都市､田舎､若年､











標記 した もの として定評がある｡ )の方式をベースに､一部簡略変更 して､次のように標
記する｡サ ンプルの語はこの辞書で使用 しているもの｡
母音は､ i, e, u, a, O, @等の文字記号を使 って標記す る｡
子音は､ p,b,t,d,k,g,m,n,1,r,f,V, S, Z,h,W,y,j,Z等､及びこれ らを組
み合わせた文字を使 って標記す る｡
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